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SUMMARY : In order to elucidate the suppressive e町'ectof Hatakeshirneji (Lyophyllwn decastes Sing.) extract on leu 

kocytopen坦，仕ledegree of carboplatin-induced myelosuppression was compared between two groups of dogs; each 

group was dai1y given Ha国keshimejiextract or only its placebo for 5 weeks.四 don day 7，国rboplatin.an anti曲目er

agent. was given intravenously to all dogs. Hematologica1 an副ysesrev田ledthat由emunbe四 ofleukocytes四 dneu 

甘ophilswere both significantly higher in出egroup given Hatakeshimeji extract than in出eplacebo group. This indi-

cated出atHa国keshimejiextract can suppress carboplatin-induced myelosuppression. 
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(J Anim CJin Med， 17 (3) 87-89， 2008) 

要約.ハタケシメジ抽出物の白血球数調節作用を調べる目的でハタケシメジ抽出物を経口投与し，カルポプラチン投与後

の骨髄抑制作用の遣いを 5週間にわたる経時的な血液検査により検討した。その結果，総白血球数および好中球数にお

いてハタケシメジ抽出物投与群がプラセポ投与群に対して有意に高値を示した。このことより，カルポプラチンによる骨

髄抑制に対して，ハタケシメジ抽出物が白血球数減少抑制作用を有することが確認された。

キ ワード:カルポプラチン，犬，ハタケシメジ抽出物

f動物館庶医学 17ω 87-89，2008) 
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はじめに

近年小動物の高齢化にともない，腫蕩性疾患が増加し

てきている。それに応じて，獣医領域においてもヒト医

療と同様，抗がん剤が使用される機会が多くなっている。

抗がん剤の使用に際しては毒性の管理が課題の一つに挙

げられ，その中でも代表的なものが骨髄抑制である。

現在腫湯性疾患の治療の補完・代替医療に免疫賦活食

品の使用が注目されてきている。今回われわれが注目し

たハタケシメジは免疫賦活食品の一つで， βグルカンが

豊富に含まれているシメジ属のキノコである。過去に犬

においてハタケシメジと同様に8ーグルカンを豊富に含む
アガリクス茸が放射線照射による白血球数減少に対して

抑制作用を示したと報告されている[1]，また，ヒト医療

でもβーグルカンを豊富に含むマイタケが抗がん剤によ

る骨髄抑制に対して白血球数減少抑制作用を示したとい

う報告がある[2]固そこで，かグルカンを豊富に含むハ

タケシメジにも，抗がん剤による白血球数減少に対して

抑制作用を示すのではないかと考えた固そこで獣医領域

で一般的な抗がん剤の一つであり骨髄抑制作用を持つカ

ルポプラテンを用いて， 5週間にわたる経時的な血液検

査を実施し，白血球数減少に対するハタケシメジの抑制

効果の基礎的検討を行った固

材料および方法

臨床上健康なピーグル 10頭を用いた。年齢は平均 6.5

歳齢であり，体重は平均 12.2kgであった。抗がん剤は

カルポプラチン(マルコ.マルコ製薬株式会社)を用い，

ハタケシメジ抽出物(ハタケシメジ王子 1号:王子木材

緑化株式会社)を投与した。ハタケシメジ主子1号はハ

タケシメジから熱水抽出され噴霧乾燥した粉末をカプセ

ル中に 160mg含有している。また，ハタケシメジ抽出物

の対照としてはプラセポ(ハタケシメジ王子 1号と同じ

16000 

14000 

百 12000
ミ

議100田
富山
事60凹
4000 

2000 

o 

賦形剤を含むカプセル:王子木材緑化株式会社)を使用

した。群分けはハタケシメジ抽出物群およびプラセボ群

に各5頭ずつになるよう実施した。なお，実験期間中は

全頭同じ環境下で飼育を行った。

ハタケシメジ抽出物(Icap!5 kg!day)およびプラセボ

は連日経口投与とし，経口投与開始日を Day1とした固

Day 7に全頭に対してカルポプラチン (300mg/m')の静

脈内投与を実施した。また， Day 0， 1， 7， 14， 18， 21， 

28および35に採血を実施した。なお，採血は毎回同時

刻に犬座姿勢で頚静脈から行ったa 採取した血液を用い

て全血球計算，白血球分類， ALP， AL T， AST， BUN 

およびCreを測定した固また，実験期間中は一般状態の

観察を連日行った。

得られた各血液検査項目についての統計処理はス

チューデントのt検定(pく 0.05)を用い，ハタケシメジ

抽出物群およびプラセボ群聞の有意差を検定した。

結 果

実験期間中全ての個体において一般状態の変化は認め

なかった。

血液検査項目のうちハタケシメジ抽出物群およびプラ

セボ群聞に有意差が認められたのは，総白血球数，好中

球数の 2項目のみであった。総白血球数はカルポプラチ

ン投与後に両群ともに減少し， Day 18においてハタケ

シメジ抽出物群がプラセポ群に対して有意に高値を示し

た (Fig.1)固また，好中球数もカルポプラチン投与後に

両群ともに減少し， Day 18および 21においてハタケ

シメジ抽出物群がプラセボ群に対して有意に高値を示し

た (Fig.2)。リンパ球数，単球数，好酸球数，好塩基球

数，赤血球数， Hb， Ht， MCV， MCH， MCHC，血小板数，

ALP， AST， ALT， BUNおよびCreは実験期間中両群

問で有意差は認められなかった。
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Fig.l カルポプラチン投与(矢印)によるハタケシメジ抽出群およびプラセポ群の総白血
球数回変化平均値±標準偏差
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Fig.2 カルポプラチン投与{矢印)によるハタケシメジ抽出群およびプラセポ群白好中球
数の変化平均値±標準備差

考 l察

今回，ハタケシメジ抽出物群とプラセボ群聞の総白

血球数に有意差を認めたことから，カルポプラチンに

よる白血球数減少に対して，ハタケシメジ抽出物が抑

制的な働きを示す可能性が示唆された。また，白血球

分類において好中球数のみに有意差を認めたことから，

両群聞での総白血球数の違いは，好中球数の違いに起

因するものであると考えられた。われわれはこれまで

ハタケシメジ抽出物にはリンパ球数が正常範囲を逸脱

した場合にその値を正常範囲内に戻す作用があると報

告している [3-5]，今回，リンパ球数に有意差が確認さ

れなかったのは，カルポプラチンがリンパ球数に影響

を与えなかったためである可能性が高い。また，カル

ポプラチンの骨髄抑制は好中球に対して強〈作用する

と報告されており [6]，好中球のみにハタケシメジ抽出

物の影響が現れたことは，実験期間中にプラセボ群で

正常範囲を逸脱したのが好中球のみであったことに関

連していると考えられた固つまり，ハタケシメジ抽出

物は正常範囲を逸脱した白血球に対してのみ，その数

を調節する作用を有する可能性があるということである。

なお，ハタケシメジの作用機序についてはいまだわかっ

ていない。今回，抗がん剤による白血球数減少に対して，

ハタケシメジ抽出物が抑制的に働くという現象について

初めて報告した。
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